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令和 5年度 国庫補助金  

重要文化財・紙本著色北野天神縁起＜残闕（弘安本）/尊意参内＞他 5件  

保存修理抜本強化事業概要 

 

【事業目的】 

 経年劣化による剥落の防止や本紙への負担を軽減するため修理を行い、良好な状態での保存 

 管理・展示公開を図る。 

 

【全体の事業期間】 

 令和 4年（2022）12月から令和 6年（2024）3月までの 2カ年 

 

【事業体制】 

補助事業者 公益財団法人サンリツ服部美術館 

請負事業者 株式会社半田九清堂 

 

【本年度総事業費および補助金額】 

  総事業費    8,650,000円 

   国庫補助金  5,190,000円      補助率  60％ 

 

【本年度修理内容の概要】 

新規裏打ちと仕立て直しにより、皺、折れ、浮きを解消した。折れ予防と取扱いが安全に

行えるよう、太巻芯を新調した。 

 

【活用の予定】 

 令和 7年度以降のサンリツ服部美術館企画展において公開 

 

【修理イメージ】 

修理作品のうち「兀庵普寧墨蹟（志無第二念云々）」 

（修理前）                 （修理中） 
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（活用イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制作：公益財団法人サンリツ服部美術館 

 

 

 

 

 

 

本事業は、文化庁美術工芸品国宝・重要文化財保存修理抜本強化事業国庫補助金の交付

を受けて実施されています。 

Supported by the Agency for Cultural Affairs. Government of Japan in the fiscal 2018 


